
（別紙３）

～ 2025/11/30

（対象者数） 　　　　　　　2名 （回答者数） 　　　　　　　　　　1名

～ 2025/11/30

（対象者数） 　　　　　　 10名 （回答者数） 　　　　　　　　　　8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

現状の工夫を更に高めていきたい。

2

ほぼ個々の児童の観察がおこなわれているため、さらに

深く観察を行いたい。

3

家族のニーズ、家での様子を聴取して、利用日のサポー

トに生かしたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

人材の確保が急がれる。

2

業務に余裕を持つことにより、各方面の取り組みを可能

にしたい。

3

職員の健康、体調の改善に努めたい。

一人ひとりの児童に対して症状、性格に合わせて支援を

行っている。

現状の対応に加えて、さらに児童の適性の理解に努めている。

○事業所名 　　　　　専正寺デイサービスまごころ

○保護者評価実施期間 2025/11/1

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025/11/1

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026/1/9

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

児童のニーズの読み取りに努め適切な支援を行っている

。

一つ一つの言動の分析を行い、それに基づいて取り組み

を行っている。

機会に応じて関係者との連絡を密にしている。 利用日ごとに児童の活動状況を職員間で共有している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

児童の行動に適した設備が整っていない。（ただし、職

員の人的対応で補っている）

職員の活動人数が不足がちなのでそそ補填を必要として

いる。

関係機関との直接の連絡をさらに進めたい。 児童の活動（遊び他）に余裕をもってあたる必要性を感

じている。

研修会等を通して児童の状態をさらに観察、把握を行い

たい。

職員間のコミュニケーションをさらに充実したい。

事業所における自己評価総括表公表


